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3次元CADの基本技術の習得
0福岡 高(第二技術室)、山田隆昇(第二技術室)、脇敬一 (第二技術室)、
川崎孝俊(第一技術室)、安藤誠(第二技術室)
1.はじめに
近年のものづくりにおいて、コンピュータの性能が向上したこともあって、 3次元CADが使わ
れるようになっている。また、大学や高専等においても 3次元CADの教育が広く行われている。
今回、循井大学工学部技術部で3次元CA 0 rSolidWorksJを購入したのを機会に、 3次元CAD
の基本技術の習得を目的として前記5名が専門研修を行った。
アプリケーションソフトは rSolidWorksEducation Edition 2009・2010Jを使った。研修者全員
が3次元CADの rSolidWorksJは初めてであるため、わかりやすいテキストである rSolidWorks
による 3次元CADJを選定し研修を行った。
テキスト内容は1章から 8章まであり、 1章は SolidWorksでできること。 2章は SolidWorks
の概要と基本的なコマンドの説明。 3章は2次元スケッチの作成。 4章は3次元モデルの作成。 5
章は「アセンブリ」を使った部品の組立図の作成。 6章はサーフェスを使ったモデル作成。 7章は
2次元製図と 3次元モデルの図面化。 8章は rToolboxJを使ったギアボックスの作成とシミュレー
ションとなっている。
2.研修目標と研修日程
研修は、毎週金曜日(午後2時間程度)を研修日とし、研修場所は先端科学校術育成センターの
ゼミ室で行った。テキスト rSolidWorksによる 3次元CADJに載っている例題と演習問題を各自
が繍くことにより、 3次元 CADの基本的な作図方法を習得することを目標にした。
研修日程は以下のとおり行った。
・第 1 回目 研修方針(テキストの選定等)
・第 2 回目 研修計画(研修日の設定等)
-第 3 回目
・第 4 回目から
・第 7 回目から
.第 12回目から
・第 17回目から
.第 19回目
r SolidWorksJソフトのインストーノレ
テキストの1準-3章
テキストの4輩、 5章
テキストの 5輩、 6章
テキストの 6輩、 7i言
マシナブノレワックスの加工モデル
本研修では、テキストの 7章まで行った。
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(5)新規作成ダイアログで「図面」を選択し、 3次元モデルを図面化する。また、断面図や詳細図
を作成する。
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3次元モデルから三面図の作成 断面図、詳細図の作成
(6)加工モデルの作成
r SolidWorksJ で3次元モデルを作成し、 rMODELAJや機械工作で加工する。
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5.おわりに
今回、 テキストの例題と演習問題を実際に描くことによって、基礎的な作図方法が理解できた。
3次元CADを使いこなすには、数多くの3次元モデルを作成して、操作に慣れることが必要であ
る。今回は3次元CADの基礎的な作図方法だけの研修に終わったが、今後、
えるようになれば、効率的なものづくりが行えると思われる。
CAE 、CAMを扱
研修を実施するにあたりご協力を頂きました先端科学技術育成センターの第一技術室、峠正範氏
に感謝いたします。
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